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大阪維新の会

子どもが輝く堺
● 中学校全員給食の導入決定（令和7年度～実施）
● 待機児童ゼロの実現（直近まで3年連続）
● 実践的な英語教育の推進（オンライン英会話のモデル実施）
● 学力の伸びが分かるIRT調査や読解力調査の導入
● 学校への一人一台PCの早期導入
● 第2子以降の所得制限なしでの保育料無償化
● 認定こども園等での配慮を要する子どもへの支援体制を強化

●  保育施設を利用する際の利便性向上
　（オンライン申請、子育て応援アプリの大幅強化 等）
● 児童虐待防止・早期対応のため、児童福祉司・児童心理司の体制を大幅強化
● ひとり親家庭への多岐にわたる支援策の実施、子ども食堂への支援拡充
● 「いじめ不登校対策支援室」を市長部局に設置、相談体制や対応を強化
● 特別支援学校等の課題解決に向けた検討
● スクールソーシャルワーカーの体制増強
● 子どもの可能性を伸ばす「新しい学校のあり方」のモデル実施

安心して暮らし続けられる堺
● ごみ排出支援の回収品目を拡充、70歳以上の単身世帯や老々介護世帯
等に対象者を拡大

● 障害者の実習先の新規開拓や福祉施設と企業のマッチングを支援
● 障害者の自立支援に向けて「チャレンジ雇用」「チャレンジオフィス」を実施
● 重度障害者の社会参加を促進するためのタクシー料金助成を拡充
● 戦略的防犯カメラ（令和2～4年度で482台）、戦略的防犯灯の設置
　（令和5年度）
● がん検診無償化の対象に前立腺がん検査・胃がんリスク検査を追加、
　継続実施
● ケースワーカー充足率の大幅改善（平成30年度57％→令和4年度80％）
● 地域包括支援センターの体制強化
● 大阪府の健康アプリ「アスマイル」活用により日々の健康習慣をサポート

● 65歳以上の「さかい利晶の杜」観覧料、スポーツ施設・文化講座の初回講習料無料
● 水道料金値下げ（令和元年12月）、コロナ禍や物価高騰対策として水道
基本料金を減免

● 区別・対象者別の防災マップ等、分かりやすく効果的な防災啓発資料の充実
● 「まちかどAED」のWEBマップを導入
● 新型コロナウイルス感染症への着実な対応（迅速なワクチン接種、保健所体
制の強化、医療機関や民間救急との強固な連携、様々な支援策の実施 等）

● 役所窓口等のキャッシュレス化推進、電子申請の利便性向上、申請書等
への押印の廃止

● 道路や公園、通学路の不具合を手軽に連絡できる「LINE道路通報シス
テム」の導入

● 動物愛護事業の充実を図るクラウドファンディング型ふるさと納税の開設
　（令和3年度寄付額：目標300万円→760万円）

歴史・文化の魅力あふれる堺
● 「百舌鳥古墳群ビジターセンター」開設、堺市博物館リニューアル（古代展示エリア）
● 「大阪古墳サミット」「関西古墳サミット」「全国古墳サミット」の開催
● 各図書館での地域に根ざした取組推進
● 「アーツカウンシル」の導入による文化芸術活動のすそ野拡大
● 堺アルフォンス・ミュシャ館、さかい利晶の杜などの取組・発信強化
● フェニーチェ堺の管理運営事業者を公募
● 「（仮称）堺鉄炮鍛冶屋敷ミュージアム」の開館に向けた取組推進

● 堺独自の歴史を活かした「サイクルシティ堺」の推進、自転車×アートな
ど新しい切り口での取組

● 海外姉妹・友好都市、アセアン諸国との連携強化
　「G7大阪・堺貿易大臣会合」の誘致実現
● 大阪観光局に参画し、観光客を堺に呼び込む施策を推進
● ふるさと納税の返礼品拡充、受入額の大幅増（平成28～令和元年度：約
4千万円→令和4年度：11億円以上）

未来を拓く産業が育つ堺
● 中小企業のデジタル化・DX推進を多面的にサポート
● 堺市内企業のオープンデータポータルサイト「さかしる」開設
● スタートアップの育成に向けての多様な取組実施
● 大阪公立大学との連携強化（イノベーション創出等）
● 堺伝統産業会館を「堺伝匠館」として大幅リニューアル、民間委託（令和5
年4月の売上は過去最高を記録）

● 堺の伝統産業の魅力を伝える「堺キッチン」ブランドの立ち上げ
● 次世代モビリティの活用に向けた取組多数
● シェアサイクルの導入、サイクルポート拡充
● 国の「脱炭素先行地域」に大阪府内の自治体として唯一選定
● 「堺・ごみ減量4R大作戦」実施、令和4年度目標達成見込み

将来にも夢と希望が持てる堺
● 堺市内の各地域の可能性を引き出す新たな取組が多数進行中
● 大阪府との強力な連携、南河内地域の自治体との連携強化
● 大阪府・大阪市と共同の会議体による取組の加速
　※「大阪のまちづくりグランドデザイン」（世界で存在感を発揮する拠点エリアに
「堺都心周辺エリア（堺東・環濠エリア・堺駅等）」、大阪の中核を担う拠点エリアに
「中百舌鳥周辺エリア」「泉北ニュータウン地域等」が位置づけ）、「大阪広域ベイエ
リアまちづくり推進本部」（重点エリアに堺駅・堺旧港、堺浜等が指定）、「副首都推
進本部」、「大阪児童虐待防止推進会議」 、東京事務所の一体運営 等

● 東西交通問題の改善を図る「SMI（堺・モビリティ・イノベーション）プロ
ジェクト」の推進

● 海上交通の活性化に向けた堺旧港と大阪港を結ぶ舟運の社会実験の実施
● 南海電気鉄道による中百舌鳥駅の乗継改善、中百舌鳥駅前広場の再整
備と併せた更なる改善を検討

● 泉北ニュータウン地域におけるスマートシティ推進、近隣センター活性
化に向けた検討・実施

● 民間活力の導入による原池公園、大仙公園の魅力向上
● 深井駅周辺地域活性化をめざして水賀池公園の魅力的な整備を計画・
推進

未来を見据えた持続可能な堺
● 徹底した財政改革（「堺財務戦略」策定、平成28年以来の「財政収支見
通し」更新、財政危機宣言の発出・解除、事業見直し等の効果額約235
億円 等）

● 実効性のある計画・戦略等の策定（「堺市基本計画2025」、「堺グランド
デザイン2040」、「SENBOKU New Design」、「堺産業戦略」、「堺
都心未来創造ビジョン（案）」 など多数）

● 区役所の機能強化（各区の実情に応じた組織体制構築、モデル区役所の
取組、「区政策会議」の設置、区民の声がダイレクトに届く「区長直行便」
の導入、「区役所と本庁のあり方基本方針」策定 等）

● 公民連携の強化（「さかい・コネクテッド・デスク」 「さかいSDGs推進プ
ラットフォーム」「泉北スマートシティコンソーシアム」の設置、多様な主体
との効果的な連携強化 等）

● 「ICTイノベーション推進室」を新設、市長自らが「CDXO」に就任して庁
内のデジタル化やDX推進による業務効率化・ペーパレス化を推進（紙資
料は半減）、指定都市市長会のデジタル推進担当市長として政府と協議

● 外郭団体の見直し（「堺都市政策研究所」「堺市住宅供給公社」の廃止、
「堺市産業振興センター」と「堺市勤労者福祉サービスセンター」の統
合）、効果的な事業実施

● 情報管理の徹底に向けて全職員を対象とした情報セキュリティ講習を実施
● 広報・情報発信の強化（「広報さかい」をフルカラーで読みやすい紙面へ
と大幅改善、堺市公式ホームページリニューアル（総務大臣賞受賞）、公
式Twitterフォロワー15倍増、LINEアカウント開設（友だち登録22万
人超）、公式インスタグラム開設（フォロワー1.6万人超）、全区長の
Twitterアカウント開設 等）

● 女性管理職の積極登用（局長級：令和元年度3.3％→令和5年度
17.6％、部長級：令和元年度6.1％→令和5年度26.8％）

● 男性職員の育児休業取得率が大幅増（平成30年度9.6％→令和4年度
46.4％）

● 市長報酬30％カット（コロナ禍の半年間は45％カット）、市長退職手当ゼロ
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